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轡維は太陽槻㌻くに糊繍こ」甥鋤，イ帳が低　蝋からこのラガ麟1いた・

下し黄褐変する｝撒は古くカ’蜘隙・その・il三なる1∫姻　　絹糸の賜欄i愚紐キ。ピ椛板サイズのプ汚ス板に

はフげ゜インの非繍・蹴中に舷れるチ・シン，｝・　・附に一胞・弓渤賄献又がら巻きつけたも眺腺・ラ

リプトフ・ン鯖が紫外徽より醐ヒづ｝1鮭受けメラニ　ンプ艸央から2・C・瑚悌lllで醗喘照身樹rDた。

ン様1願駿り・：更に礪fプタイド1　iが噺し？ktl・Yに　細に轍約2・・3・・m…縫平臆鵡ヤ板に張｛1

フィプロイン分子が崩壊してゆくものとされている。薯　　　所定時間！！（！射を行った。

者らは紫ク欄酬鋼亘ミ九f幟備臓濾びチ1＝シ　3強九膿の測定・S、h。pP，，・、伽・，噸回lll
ソ，トリプトフ・vtsどのアミノ酸艘1ヒが！1；｛身撫こ対　1｝芝2・・C，澱65％・・働覧t　llの雛llで御，　！【隙二は2。本

して指鞭舳燗係鮪するカ’諌たこれらの願の　宛を用いてそa）糊髄、1ヒめ，燃区と、瑳聯、脚

変化相互の間に購かの1縣湖るか否かを矢1嚇とし　翻ミめた。

て実験鰍みた・　　　　　　　4艶度の瀧、紫外線に。破襟噺戯徽1、1。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Is）
　　　　　　　　試料および黙法　　　　姓ずるものと叛宮1眠脇姻・ならいB・ckm・・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　型光贈分光光度計を用v・照射1劇｝IIと変色とa．’？関係を波長

　1供試材料：用いた絹糸は木学音1隈造の離生糸を　380nlttと480mμの光畷辮噺1腱し贈檸4職少1数

4木撚り禽せ・生糸量に対し50倍最の蒸留水を加えオー　　　て表わした。

トクレpmブを用い120°Cにて30分間宛2回精練を行つた　　　　5　チロシンとトリプトファンの定鍛：チロシンo）宛

もので，その徽は56・°7d・nierである・また15鮒　量はF・1・・氏羨1・より行つた．ト，プ，。。。、）韻は

翻唖を同様に撒してfNいた・　　　　　P－dim・・hyl　aini・。b・nzald，hyd，濃よ・，た誰Lし　琳

2糊線の照射；輝としてマツダ茅購ラガGL　試糀P－D．　A．B．を・9・H、S・、に湖・後，　N、N・，水溶

｝15型を用V’ ｭ・このラガは噸の戯灯でありその　灘鰍て発｛色せしめ砿での腱棚　1ひよ51i欄とし

主波長は2537Aで殺齢拙ソ，は2・9W，ラソプの「映か　た。

ら唖嵩　2°cmにおけ轡藤i欄継は6°°・W／cm2で　6鮒繍服と変樋数、紫外酢1　の糊量と蟹

ある・FERAUD’　K’．氏らによればアミノ酸曜撒収　糠よび化・納な変櫨との間，、関勲矯渦変雌

賑は約24°°τ29°°Aの範【珊にあり，トリプトるアンの　臨鞭1数欄1系に従うも，，と醗して，購にど曙

場舗約275°Aであるとしており，SVE毫BRG氏ら瞳　腺の灘をll疑するかを各。の結果について、」，1べた。

くの蛋韻畷離収波長は275°～28°°Aにありこれは　，用・・燗係武は，1脳とす綴1ヒ量・、残榊をSけ

舘れる弾シン講リプトフ・ンに原1附るもの騨　ると次のとおりである。

るとなし，祖父舐らは絹の脆化は蕨3°°°～4°°°A｝ O　　・＝：・／・。－e－・…＿……＿．＿．…（1）

獺難癬講乞篇臨墓禦畿　P…1・紫燃謝鰺および・嚇∫…力纏・
性能醐らかである。とと課作も稲鞭ある。となど　　　たはアミノ灘
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1；紫外線放射照度（mW／Ctn2）

＊　信州大学繊維学部繊維化学科天然繊維化学教室　　　　　　　　　T；紫外線照射時間（H）
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　　　　D；残存する強力・伸度またはアミノ酸童を　　　率は伸度の減少率よりも少く，何れも25時間ぐらいまで

　　　　　　紫外欄身揃の・／・＝＝36・8％とするのに必　は滅少率漱で以御ま緩慢｝ぬる．こ喋果は、條画

　　　　　　要な照射量（mW・H／cma）　　　　　　　　成辛黄と同様の傾向を示した。

　実際には計算に便利なよう，（1）式を常用対数に書き直

した次式を用いるQ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　leo

　　　　S瓢P／Pe　＝　10－IT／E＿＿＿＿＿＿．．．＿（2）　　　　　　　　　　　％

　　　　E；残存する強九伸度またはアミノ酸最を紫　　　。80
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ごコ　　　　　　外線照射前の1／10とするのに必要な照射　　　9

　　　　　　盤（mW・H／・m・）　　　　　　羅6°
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L　実験の結果が良く（2）式にあてはまるならば1およびE　　　　8
　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　040
は定数ゆえSは変数丁のみの酌数であるが実際にはSが

多少の偏差を生ずることは止むを得ない。したがつて個　　　　　20

々の場合にEはSの偏鑑につれて変動する。　しかし全体

的に（2）式をぼぼ満足するものならば個々のEの調和工四句　　　　　0　　　　　20　　　　40　　　　60　　hr

櫨EHをもつて（21）式にあてはめることが出来る。若しE　　　　　　　　　　　Time　of　irradiations

の獅がそれ以上に大きいものであるとすれば（2）式は適　Fi。．1Decrease　ra・i。、　in、h，，。。，i1。，tre。g，h細

用出来ないわけであり，ここにEをもつて実験結果が指　　　　　　elongation　expQsed　tQ　ultraviolet　radiations，

数画数的関係を満たすか否かを検驚する指標とすること

が出来ると云えるわけである。　　　　　　　　　　　　　っぎに（21式を用い紫外線照射1こよる変化傾向を知るた

　なお，Eの調和平均ii9　E　r・rは，　Eの逆数の相加平均を　」　め定数Eを計算した結果はTable　1のとおりであり，強

作り，更にこれの逆数をとつたものである。　　　　　　　　力における変化では照射時間が約10時間まではEの値が

　　　　　　実轍および考察　　畿：繍撒饗撒膿隷叢
　1　紫外線の照射時間と弓食力，伸度の滅少率を調べた　　　夫近い値を示し，照射貴と強力の減少率は（2）式をほぼ溝

結果はFig．1のとおりであり照射により，強力の滅少　　’足することを示した。

Table　l　Constant　of　exponential　function　in　the　tensile　strength　and

　　　　　　elongation　exposed　to　ultraviolet　radiations，

，。p。，ed　time　　　　st「e”gth　　　　　　・1・ng・ti。・
　　　　　h「s・・en・・h　9／d　d・crea・e　ra・i。％E〔mW／・m・〕・1。・g・・i・n％dec，ea、e　ra・i。％E〔mW／、m・〕、

0　　　　　　　　3．69　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　F－・－　　　　　　　　　　　11．ア8　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　－

2　　　　　　　　3．66　　　　　　　　　　0．8　　　　　　　　344＊　　　　　　　　　　IO．35　　　　　　　　　12，1　　　　　　　21．4

53，52　4．6147＊　9．27　21．328．89．5　　　　　3。33　　　　　　　 9．5　　　　　　131＊　　　　　　　　8。57　　　　　　　27、2　　　　　41．3

15．5　　　　　　2．82　　　．　　　　　23。5　　　　　　　　　79，9　　　　　　　　　　6，39　　　　　　　　　4588　　　　　　35．0

20　　　　　　　　2．44　　　　　　　　　40．9　　　　　　　　　52．4　　　　　　　　　　4，43　　　　　　　　　62，4　　　　　　　28．2

25　　　　　　　　　2．18　　　　　　　　　　48．2　　　　　　　　　　52．6　　　　　　　　　　　4．03　　　　　　　　　　71．1　　　　　　　2ア．8

35　　　　　　　　　1．60　　　　　　　　　　56．6　　　　　　　　　57，9　　　　　　　　　　　1．95　　　　　　　　　　83．4　　　　　　　26．9

65　　　　　　1．25　　　　　　66．1　　　　　　83．2　　　　　　　0．89　　　　　　92。4　　　　　34．8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　EH＝：62．6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EH＝＝29．5

EH；Harmonic　mean．　　　　　　＊…・・－Not　adopted　for　harmonic　mean
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　伸度の場合はEH　＝29．5が得られ各照射時間における　　　によれば380mt2附近では黄変を刻礼，480mμ附近では赤

Eの値に多少の変動はあるがほぼ近い値を示す。したが　　　変を示す。この突測の結果も380mμにおける反射率の減

って照射鍛と伸度の減少率は一定の関係に従うことを認　　　少率は480mμのそれより火である。すなわち黄凌度が

めた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大である。．

　2紫外繍贈梼間と蒲色度との関係を反射率の減劣　　　つぎに紫外線醐輪1と反射率o職少串との1’1・Uについて

．率をもつて表わした結果はFig　2のとおりであり宮岡氏　　　（2）式を｛臆i三”かるにはt－・。。においてP→0でなければな

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　らないが壌際にこの様なことはあり得ず，しかがつて？

　　　　40　　　　　　　　　　380mμ　　　　　　　　　　一ウaなる値を仮y這して計算しなければならない。

　　　　％　　　　‘　　　　　今，購脚、酬鞍Q照｛轍畷射凝Q。とす
　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　れば，I」　anQ－at　Po：Q｛1－a、　これを（2）skに代入して

　　　9
　　　運　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S＝（Q－a）／（Q。－a）＝・10－i’「／1ヨ・・…・………（3）

　　　　　　　　o

　　1・・。　　　　　　　・・一舗鰐告Q
　　8　　　　　　　　　　　480mA
　　P　　　　　　’　　　●　　　　　　　　　　　　したがつてaは任葱の二組の爽泄【1植の連立方租蚊力・ら求

　　　　1・。°　　　　　　　め得る。しかしこa．・・h’法｝燭1轍の鋤を叡ると余1、
　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　良い方法とは澱えず，むしろ100目督間び）照射を行った附

　　　　0　2。4。6。8。1。。hr　　近で麟陣がほぼ磯とな老，点鮒肌てこa・lkij，，の髄
　　　　　　　　　Time　of　irradiations　　　　　　　　　　近似1！1勺にaとして計騨するのが便liFIIであるので，その方

Fig，2Decrease　ratios　in　the　reflectance　exposed　　　法により計算した結1駆ξはTab！e　2のとおりであり，結

　　　　to　ultraviolet　radiations・　　　　　　　　　　　　　　　　　　果は〔3）武を良く量1塒足しているo

Table　2　Constant　of　exponential　function　｛n　the　reflectance，

．，xp。sed　tim，　　　　　380mpt　　　　　　　480mμ
h「reflec薦ce％dec・e、se・a・・。％E〔mW／、m・〕，eflec・、n爾葡，、繭、1。％E〔mW／，m・〕

　0　　　　　　　100　　　　　　　　0　　　　　　　－－　　　　　　　　100　　　　　　　0　　　　　　　－

　581・618・411．2＊91．98，18、08＊10　　　　　　　　　　82．4　　　　　　　　　　17・6　　　　　　　　23．6　　　　　　　　　　92．8　　　　　　　　　7．2　　　　　　　　19．3

15　　　　　　　76，1　　　　　　23．9　　　　　22．5　　　　　　92．2　　　　　　7．8　　　　　25．7

20　　　　　　　　　　76，3　　　　　　　　　23．7　　　　　　　30，5　　　　　　　　　93．4　　　・　　　　　6，6　　　　　　　43．7

25　　　　　　　　　　72．0　　　　　　　　　28．0　　　　　　　28．5　　　　　　　　　89。0　　　　　　　　11．0　　　　　　　22、8

35　　　　　　　　　　ア0．0　　　　　　　　　30．0　　　　　　　34．5　　　　　　　　　88．4　　　　　　　　11．6　　　　　　　28，0

65　　　　　　　　　　62．9　　　　　　　　　37．1　　　　　　　33．4　　　　　　　　　85，9　　　　　　　　14．1　　　　　　　　－・

100　　　　　　　　　　60．2　　　　　　　　　39．8　　　　　　　　－　　　　　　　　　　88．7　　　　　　　　11，3　　　　　　　　－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EH瓢28，1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E翼醤23，5

EI．1；Harmonic　mean　　　　　　　＊………Not　adopted　for　harmonic　mean．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19）
　3　紫外線照射蚤とチロシンおよびトリプトファソの　　結果も岡様の成績を示したが，この点を更に確かめるた

減少率を見た結果はFig．3のとおりであり，チロシン　　　め同じ試料につき再度定蹴を行いその変化を見た結果は

の減少率．はトリプトファンの減少率に比してはるかに少　　　Fig．4の如くで，γ線照射の場合も紫外線照射の場合と
　　　　　　　’　　16～18）
く，この結果は岡本氏らの結果と一致する。なお先にγ　　　全く同じ傾向を示すことを知つた。

．線照射絹．のチPシソおよびトリプトファソの変化を見た
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　　　　　　Ty「°S旧e　　　　　　　　20

　　　　　0　20、4・6・，8・100h・　　　　　0．2・4・60h，
　　　　　　　　　　Tlme　of　irradiatlons　　、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Timθof　irradiations

卸ig・3Decrease　ratios　in　tyrosine　and　tryPtophane　　　　　Fig．4　Decrease　ratios　in　tyrosine　and

　　　　exposed　to　ultraviolet　radiations．　　　　　　　　　　　　tryptophane　exposed　to　gamma　rays，

Table　3　Constant　of　exponential　function　in　the　tyrosine　and　tryptophane．

，exposed　time　　　　　　　　　　　　　　tyrosine　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tryptoPhane

　　　　　h「繭・…％・・crea・e・a…身・〔mW／cm・〕・扇，・。ph薦砺dec，，繭疏。〔岬繭

　　　　　　　0　　　　　　　　　12．08　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　0．606　　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　－－

　　　　　　　5　　　　　　　　11．62　　　　　　　　3．80　　　’　　　　　　179　　　　　　　　　0．322　　　　　　　　46．9　　　　　　　　10．9

　　　　　　10　　　　　　　　11．41　　　　　　　5。54　　　　　　　　242　　　　　　　　0。275　　　　　　　53．7　　　　　　　　17．9

　　　　　　15　　　　　　　10．91　　　　　　　9。68　　　　　　　 204　　　　　　　　0，209　　　　　　　65．6　　　　　　　19．4

　　　　　　．20　　　　　　11．12　　　　　　7．94　　　　　　　334　　　　　　　0．188　　　　　　69．0　　　　　　23．6

　　　　　　25　　　　　　　　　11．19　　　　　　　　　7．37　　　　　　　　　451　　　　　　　　　　0．150　　　　　　　　　75，3　　　　　　　　　24．7

　　　　　　35　　　　　　　　　10．80　　　　　　　　10。6　　　　　　　　　　433　　　　　　　　　　0．165　　　　　　　　　72．8　　　　　　　　　37，2

。　　　65　　10・39　　14・0　　　597　　0・120　　80．2　　55．4
　　　　　　100　　　　　　　10．15　　　　　　16．0　　　　　　　　794　　　　　　　0。075　　　　　　 87．6　　　　　　　66。3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　EH　：319　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　E正i＝＝23，3

EH；Harmonic　mean．

　つぎに紫外線の照射量とアミノ酸の減少率を（2）式によ　　　主としてチロシン，トリプトファンなどの勢香族アミノ
lt

闌v算した結果はTable　3に示すごとくチロシンはトリ　　　酸に作用すると見られることから，これらのアミノ酸が

・プトファンに層比して分解されにくく100時間の照射でも　　　比較的多貴に存在する非結品領域がまず分解されること

・わずか16％減少するのみである。滅少率も（2）式を満足せ　　　が考えられ，したがつて照射の影響が強力の面に現われ

・ず，EHも他に比して約10倍の値を示し，これより見て　　　るのは時間的に遅れるものと想像されTable　1におい

チPシソが黄褐変の主要原因となるものかどうかは疑わ　　　てもその傾向が現われている。しかし繊維の仲度は非結

しい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　晶領域の性質に由来するところが多く，したがつてチP

　トリプトファンにおいてはEは時開の増加にしたがつ　　　シン，トリプトファンなどの影響もまた顕著になる。し

・て増火している。ζのζとは時間と共にトリプトファン　　　たがつて伸度は照射初期より減少率が多くなる。

の分解が生じ難くなることを示す。トリプトファンがチ　　　　なお，夫々のEの調和平均値EHの中で近いものは

醇ンよりも速かに分解され・ラ＝ン艶素となること　　　膿　　　 一29・5

、は繍造からも推察され・．　　　　　lll器麟肇　：ll：1
　以上，1．，．2、，、3．な露’の．結果より，紫外線の作用が　　　　　　　トリプトファン　　　：23，3
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となり大体近似的な値を示すことより見て，これらの性　　　ユ1）1）に1司じ・670

質の変化と紫外線醐撮との関係1綱一の撒醐関係　12）祖如二跡松1購・枷、　1爬吉覗谷川媚・磁喧を

を有することが考えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　誌，10，（2），79（1954）

なお・強力のE・・r＝62・6は1・1疲，反射率，トリプトフ　13）2）｝調じ，11，（4），209（1955）

アンのそれの約2倍のf直を示し，トリプトファンやチロ　　　14）赤堀四郎・水島三一良ll：蛋白贋化学，1，256

シンの変化とは関係が少ないことを示す。チロシンの　　　　　　（1954）

EH＝319は更に10倍の値を示し，黄禍変や伸度にi直捜大　　　15）　　　　　一一一be　　；蛋白質化単，1，258（1954）
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